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1．警察と警察活動――Islington Crime Survey でほぼ決着した理念論争
さて、警察とその警察活動とは、いったいどのように定義されるべきであろうか。
2 なぜ我々には女性警察官が必要なのか（吉田）
語源に当たるならば、英語の police という言葉は、古代ギリシャの polis（都市）という言葉がラテン語化され、さら
にフランス語の police（行政、政府）となり、15 世紀頃、ほぼ同義の言葉として英語にも取り入れられたものである。同
時期にフランス語から英語に取り入れられた言葉に politic（政治に関すること）があり、この言葉も同様に polis にさか




り時代を下ってからで、英国において初めて police が「警察」を意味する名詞として使用されたのは、1798 年 1）である。











た。左右学派のあいだで活発な議論が行われ、最終的には、1986 年に Young らを中心とする Left Realist（以後修正左派）









英国では、まず、国家の成立に関して伝統的な合意モデルからの議論が行われ、それに対して批判的な Left Idealist の




































































































































女性警察官は 100 年以上前から存在していたにも関わらず現代社会においても希少な存在である。2010 年 9 月 1 日付
のシカゴトリビューン紙によれば、1891 年、シカゴは米国最初の女性警察官を採用し、当時、女性が適任とされていた
児童労働取締を効率的に実施するため警察官としての権限を与えたという。ロスアンジェルス警察では、1910 年、ソーシャ
ルワーカーとしての経験を積んだ Alice Stebbins Wells が、性犯罪や暴行の被害にあった女性への対応は女性警察官が行
うべきだとして女性の採用を直訴し、最初の女性警察官として採用された。それにもかかわらず、1990 年代のヨーロッ
パ各国の女性警察官の割合は、スエーデンが 13％、オランダが 12％、ハンガリーとドイツが 8％、デンマークが 6％、ベ
ルギー、ポルトガルでは 4％程度と他の職業に比較して明らかに小さい（Brown and Heidensohn 2000:77）。ごく最近の
英米、香港、フィジー、南アフリカ、ナイジェリアなどを対象とした国際調査でも、女性警察官の割合は 5.1%（インド）
から 28.8％（タスマニア）にとどまり、新規採用においても 26.6％から 37.7％程度で、増加は頭打ちになっているとされ
る（Prenzler and Sinclair 2013）。一般に女性警察官の雇用が進んでいても、幹部階級に登用される女性警察官はさらに
少ない割合である。比較的女性警察官の登用が進んでいる英国でも、2013 年 3 月 31 日時点で、女性警察官が全体に占め
る割合が 27.3%、ACPO ランク（地方警察本部長、副本部長クラス、一般職員除く、定員 205 名）に占める割合は 18%
である 。日本の警部以上の階級に属する女性警察官は、2013 年時点で 254 名（うち警視が 44 名）であり、警部以上の

















































































経験を持つのは 3 名に過ぎない。これに対して、刑事部門を経験した女性警部は 19 名、地域部門と警務部門については
それぞれ 18 名と警備部門を経験した女性の少なさが飛びぬけている。また、平均勤続年数 20 年強のうち、平均して地域



































（Chu and Tsao 2014）。台湾の警察官教育機関における調査であるため、警察官としての職業経験はない学生が調査対象
であるが、女性警察官が自らを男性警察官と同等の警察官としての能力を有すると看做しながら、男性とまったく同じ勤
務につくことにそれほど積極的ではなく、特別な警察活動、女性被疑者の対処や被害者、少年、行方不明者などの問題対
処のスペシャリストになることを受け入れている。Chu and Tsao は、この傾向について、おそらく女性登用の歴史が浅く、
まだ女性警察官の数が少ないことと関係していると議論している。確かに 4 分の 1 程度が女性の英国、100 人以上の大規













異なり、女性警部による肯定は福島県警視のそれよりも 30% 以上低い。就職活動時に警察を第一志望とした女性は 22 名
















本とフィリピンでは状況がやや異なる。フィリピンにおいても、全警察官 143,000 人中、女性警察官は 11,000 人程度
（Philippine Daily Inquirer 22/Jun/2012）と非常に少なく、本稿において議論したような様々な問題を抱えている（de 
Guzman and Frank 2004）。しかし、少なくとも質問票調査から読み取れる限り、職場での疎外感は日本ほどではないと
考えられる。その背景としては二つの要因があるように見受けられた。一点は、フィリピンにおいては性差や職種の他に、
土着言語或いは出身地によるネットワークが存在すること、もう一点は、日本警察では男女間の社交がいわば公式に特別
視されていることである。1995 年の国勢調査によればフィリピンでは 12 大言語を含む 170 程度の土着言語が使用されて
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